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国際協力3.0（仮称）に向けて

• 第一世代：黎明期～開発協力大綱

• 第二世代：開発協力大綱以後（民間連携etc.）

• 第三世代：新たな時代へ

→3つの新機軸

★日本と開発途上国の互恵関係

★国民総協力

★ビジネスレベルの魅力的なサービス（質・規模・
スピード、アフターケア）



「国民総協力社会」を創る
国
際
協
力
の
担
い
手

ODA政策関係者

JICA関係者

国際協力実践者

ビジネスパーソン

アスリート

Artist

KIDS

⇒奨励事業「Cross Fields連携」

⇒GA「スポーツと開発」

⇒今回提案「子供からの発信」

⇒本事業「伝え方改革」

……and more

子育て世代お母さん

⇒半日勤の拡充など

成長する自治体
⇒今回提案「共創まちづくり」



Member of “Artist in Project”

映画監督

図書館応援団
劇作家、高校講師 音楽家 イラストレーター ラッパー

JICAスタッフ 香りのアーティスト ギタリスト、作曲家 音楽家 映像作家

俳優、防災士、起業家
モデル、俳優、ファッション

プランナー
舞踊家、大学講師 建築家、大学教授

20の肩書を持つ

食のプロデューサー
……and more

～自分で意思決定が出来る、国際協力への気持ちのあるArtistの皆様～



事業コンセプト（ちょっと極端に言うと）

従来

本事業で目指すもの 共感革命！



成果のまとめ



AgriCoolTure

農産業×AIP

儲かる農業の実現と
魅力ある農村
の発信



ファッションと開発：農業服の展開
成長産業であるカカオ/コーヒー農家の

農業服プロデュースを通じた
ビジュアルマーケティング＆ブランディング

→民間企業と公的機関により事業化する予定



香りと開発
日系移民の歴史のある農村コンスタンサの植物で

女性起業家・職業訓練校講師を対象に
ナショナル・フレグランスデザインのための人材育成を実施

→職訓機構による人材育成コースが展開する方向性



映画と開発
ご覧ください

↓↓↓↓
【ドミニカ共和国・平和構築/移民】映画を通じたコミュニティ開発の可能性/ Posibilidad de Desarrollo 

Comunitario a través del Cine (西語字幕) – YouTube

→ノンフィクション映画制作の可能性！

https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=h4ohWr4Sc0k


VamoChequeo

保健医療×AIP

生活習慣病予防案件との
コラボレーションによる
健康診断に行きたくなる
保健施設のデザイン



ファッションと開発：
ヘルスプロモーター制服づくり
生活習慣病の予防を推進する上で地域コミュニティに訪
問・生活指導をする「ヘルスプロモーター」の存在は大きい。
「ヘルスプロモーター」が自分の仕事に強い誇りを持てる
ような「医療従事者のアイデンティティ=制服」が完成

→保健サービス庁のマニュアルに載る方向性



建築と開発：
行きたくなる保健医療施設のデザイン

既存の保健センター（一次医療施設）の空間を活用し、マルシェ型
交流スペースをコンセプトとした地域コミュニティの憩いの場を創り、
同スペースを利用したイベント開催と併せ健康診断を行うことで生

活習慣病予防を推進するというデザインが完成。

動画リンク→【ドミニカ共和国・保健】Artist in Project「Vamo Chequeo」健康診断促進のた
めの保健センター空間デザイン

https://www.youtube.com/watch?v=G8tzhBQt9Cc
https://www.youtube.com/watch?v=G8tzhBQt9Cc


音楽と開発：
生活習慣病予防ソング

ROCK×RAP×ドミニカ民族楽器

→Jhon Wayne RD ft JICA Bon Bon Band - Vamo Chequeo 

https://www.youtube.com/watch?v=ES2AR0TSZyE


ニカラグアの
BIWAKO タスクフォースとのコラボ

「環境保全×AIP」

マナグア湖の持続的な活用に資する
活動を、市民に共感を持って、楽しく、
関わってもらうための、親しみのある

新たなマスコットの共創



2023年11月、イラストレーターのFloさんがニカラグアへ

・現地の様々な取組を視察（UMINOKOにも参加）

・現地の子供たちとの交流やWS

・マナグア湖をテーマに絵画コンクールの開催

「子どもた
ちとの出
会い」か
ら生まれ
たキャラ
クター達





World BON BON

～世界盆踊り～
平和構築×AIP

世界の伝統音楽にのせた
平和の舞



World BON BON
• Bon for Africa（2019）→TICAD VII、理事長表彰大賞

• Reggae Bon Bon（2022） →ジャマイカ独立60周年記念

• JJ Partnership（2022）→ジャマイカ独立60周年記念

• Mexico Bon Bon（2023）→日墨研修50期記念

• Palo Bon Bon（2023）→日ド外交90周年記念

• Irish Bon Bon（2曲）（2024）→Xで800万回超PV

• Nica Bon Bon（2024）→JICA協力60周年記念

Reggae BON BON＠キングストン、2023年11月



Palo Bon Bon
孝藤右近さん振付によるBON BON！

国際協力60周年式典 スペイン文化センターライブ



World BON BON

• 2024年3月：ドミニカ共和国国際協力60周年式典および天皇誕生日
レセプションで公演

• 2024年5月及び11月：東京大学学園祭での公演

• 2024年9月：ドミニカ共和国国立劇場で公演

• 202４年11月：ドミニカ共和国メレンゲの日にTV出演

• 2024年12月：ジャマイカJapan Dayにて公演

• 2024年12月：ドミニカ共和国で最も歴史ある民族音楽フェスで公演

• 2025年1月：東京にてJumbo Bon Bon（ケニア盆踊り）お披露目

• 2025年2月：ビエンチャンにてLao Bon Bon（ラオス盆踊り）お披露目

• 2025年10月：大阪万博「いのち会議」フィナーレで公演予定

→2019年のBon for Africa以来、累計約1万人が参加。報道多数。



Merengue Bon Bon/Cotui Bon 

Bon/Bachata Bon Bon



Lao Bon Bon/Jumbo Bon Bon



いのち Bon Bon

今日は何をしようかなんて 悩まなくていい

外に飛び出して空気を吸って ああ

明日は晴れるといいね でも雨の日だって

探してた輝きに出会えるだろう ああ

太古の昔から はぐくみまもり繋いできた

行きとし生ける すべてのものへ とどけ この唄よ 届け

紡げいのちの言葉を 歌えいのちの唄を

生まれいずる いのちの舞が

みんなを繋げる 世界がつながる

今ここに感じよう いのち Ｂｏｎ Ｂｏｎ 今！



ドミニカ共和国

Palo Bonbon（2023）

Platano Bon Bon (2024)

Bachata BonBon（2024）

Merengue BonBon(2024)

Cotui BonBon(2024)

Reggae BonBon(2022)

JJ Partnership(2022)

Irish Bonbon(2024)

Bon for AFRICA(2019)

いのちBonBon(2025)

Nica 

Bonbon(2024)

Mexico BonBon(2023)

Lao BonBon(2025)

Jumbo Bon Bon(2025)Guate BonBon(2025)



スピンオフ(大阪万博とのコラボ)

１．和チャカバーナ
サスティナブルファッションのコンセプトの下、伝統
服の大切さを伝えるために着物の和柄とドミニカ共
和国のチャカバーナがFusion。5月にドミニカ共和
国の世界遺産である旧市街地にて和チャカバーナ
の展示会を開催し、優秀作品3点が大阪万博のドミ
ニカ共和国パビリオンに展示される。8月23日のナ
ショナルデーには谷裕介さん参加によるイベントが
開催される。4月にチャカバーナの楽曲も共作。

2．Signature Fragrance

HARUNAさんが、ドミニカ共和国で収穫可能なハー
ブを使ったナチュラルアロマを制作し、Signature 
Fragranceとして発表。4月以降ドミニカ共和国パビ
リオンで香ることが可能に。

3．いのちBon Bon

10月11日に行われる「いのち会議」のフィナーレとし
World Bon Bonメンバーによる演奏・演舞を予定。



スピンオフ(芥川賞作家とのコラボ)

• 2024年度芥川賞受賞作家の松永K三蔵
さんがArtist in Projectに関心を持ち、対
話を重ねた結果として、2025年5月にドミ
ニカ共和国を訪問することが決定した。

• 活動内容としてはドミニカ共和国の日系
社会の「現在」を発信していくための調査
となる。



広報効果
➢ドミニカ共和国

→取材の嵐。AIPを入り口に取材を受け、きっち
りJICA事業を広報する、という戦略。

➢ニカラグア

→取材の嵐。Artist滞在中、日増しに報道が増
える好ループ。

➢日本

→バズりコンテンツ出現。

→Instagramでのアーティストからの日々の投
稿→幅広く浸透



ドミニカ共和国におけるAIP広報
７月 10月 11月 １２月

PALO BON BON制作開始

国際民俗音楽祭出演 谷さん、HARUNAさん新聞取材・報道

PALO BON BON動画公開



ドミニカ共和国におけるAIP広報
１月 ３月 ４月

映画祭、林監督取材・報道、
ラジオ出演

宗本先生取材・報道

LIVE取材、TV出演

60周年イベント
天皇誕生日イベント

Duluc氏ラジオ出演

3週連続TV出演



広報実績
（ドミニカ共和国、ニカラグア、ラオス、日本）

• TV出演・報道：23件

• ラジオ出演：4件

• 記事：60件以上

• SNS広報：多数



まとめ
• ファッション、フレグランス、映画、建築、デザイン、音楽な
どが、農業、保健、環境、平和構築、観光などの開発に貢
献するツールや触媒となりうる点を確認。

• 手法やモノの開発のみならず、感情面に働きかけることに
よって開発効果を高める可能性を見出すことができた。

• 現地での活動が実現・成功したのは各国ナショナルスタッ
フの幅広いネットワークとコミットメントがあったから！

• 新たなステークホルダーの発掘にもつながり、事業全体の
幅を拡げる役割を果たした。

• 報道の数が増え、リーチする層も拡大。共感の輪の拡大を
実感できた。

• 本プロジェクトのような活動が汎用性を持ちうるのか（他地
域で展開できるのか）は現時点で未確認。



まとめ②
➢ナショナルスタッフ→ AIPの営業マン！

→Artistとの業務・交流の機会をもつ中で、各国代表として各国の文
化・歴史・トレンドを紹介。積極的な繋がりづくりと個々の既存の繋がり
の大胆な活用。事務所のコアパーソンとしてのモチベーション↑

→他の開発機関がやっていない領域に踏み込むことが出来ることに
よるPride↑

➢カウンターパート

→カウンターパートの幅が拡がり、リーチ力・訴求力が高まる。

（例：ド保健機構のアイデンティティ部門との共創/女性起業家、職訓校
講師、日系若手農業者の結びつけ・共創）

→普段とは違う表情で、積極的にアイデア出しする姿が印象的。

→具体的な成果を見せていくことがとても重要であり、成果を見せるこ
とで更なる拡がりを生み出すことが出来る。



これからのこと

• ２年間走り切った中で、内部的（アーティストメンバ
ー含む）に得られた教訓や課題はあったものの、こ
の事業の価値や意義については、第三者的な視
点を得ながら引き続き検証していく必要がある。

• また、スピンオフ企画が進行していき、且つ他事業
者によって継続していく活動のモニタリングをして
いくことも重要。

• よって、事業は終了するものの、検証・モニタリング
のステージに移行することとし、関心のあるメンバ
ーにより①外部有識者等との対話、②バトンタッチ
済みの活動についてもモニタリングを行う。
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